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　私は 1969 年から 99 年まで 30 年間東京工業大学に勤務しました。戦後から 30 年間以上、
80 年頃までほとんどの大学では産学連携は悪とされ、東工大でさえ大手を振って企業との関
係を口にすることができない時代が長く続いたと思います。私は北大理学部物理の出身でし
たので、産学連携には疎いほうでした。阪大を経て 69 年に東工大工業材料研究所に異動し
てからは徐々に工学の研究は企業との連携なしではあり得ないと考えるようになり、多くの企
業と共同研究を行うようになりました。90 年頃突然文部省の指針として、産学連携推進に舵
が切られ、大いに戸惑ったものでした。それまでの隠れて行う企業との共同研究に比べて、オー
プンで行う産学連携には悪の愉しさはなく、どちらかというと面白みに乏しいものでした。
　私の最後の産学連携は住友石炭鉱業（現在、住石マテリアル）との爆薬を使ったダイヤモン
ド粉末の合成研究でした。研究は順調に進み、私が東工大を 60 歳で退官した頃には世界の
微粉末ダイヤの半分を生産したほどでした。用途は時計のサファイア窓材の研磨などで結構
需要には恵まれた時代でした。
　ダイヤの衝撃合成は特許が切れているデュポン社の技術がベースでした。爆発時の衝撃圧
力持続時間を長くするために数百 kg の爆薬が必要でした。我々は衝撃波の繰り返し反射を
利用して、デュポンの十分の１以下の爆薬で、より良質な粉末ダイヤの合成に成功しました。
この製造技術はノウハウのかたまりでしたので、同社は特許申請をしないことを決め、学術
論文に書くことができませんでした。
　99 年に私は大同工業大学長に就任、一切の研究から身を引くことになりました。住友石炭
鉱業とのダイヤの共同研究では、個人はもちろんのこと、東工大にも一銭のリターンもありま
せんでした。“おもしろかった” それだけで十分でした。
　それから数年後、私は文部省と科学技術庁が統合した時にできた科学技術・学術審議会の
研究計画・評価分科会会長をはじめいろいろな役職を務め、産学連携やベンチャービジネス
育成の仕事に 15 年間も携わることになりました。職務に誠実に取り組むほど、難しい仕事で
あることを実感しました。多くの場合、企業は決して手の内を明かしませんし、共同研究プロ
ジェクトであっても突然中止することは少なくありませんでした。それは企業の論理から当然
のことでした。沢山の成功したプロジェクトよりも、苦いプロジェクトで苦しんだ研究者のこ
とが今でも頭から離れません。
　研究者にとって起業は非常に厳しい仕事です。社会の荒波にもまれたことがない優秀な研
究者が最後の死の谷を越えることができず、挫折する例をたくさん見てきました。
　昨年 3 月に 18 年間の学長職を退任し、最後の仕事として何かできることはないのか考え
た時、起業の夢破れた若い研究者のアフターケアをする駆け込み寺の住職が適任ではないか
と考える今日この頃です。

私の産学連携始末記

大同大学名誉学長
澤岡　昭
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　日　時　平成３０年５月２４日（木）９：５０～１１：１５
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成２９年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　３．第９回評議員会の開催について
　　　　  ［研究紹介］
　　　　　「太陽光から高温熱源を創る薄膜材料の開発」
　　　　　「高温超電導線材実用化の突破口と電子顕微鏡の役割」

　日　時　平成３０年６月１３日（水）１６：００～１７：２０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成２９年度決算の承認について 
　　　　　２．評議員の選任について
　　　　　３．理事の選任について
　　　　　４．顧問の委嘱について
　　　　　５．理事の報酬総額について
　　　　  ［報告事項］
　　　　　１．平成２９年度事業報告について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　３．平成３０年度事業計画及び予算について
　　　　  ［研究紹介］
　　　　　「次世代航空機エンジン用耐環境膜の設計と創製」
　　　　　「超高分解能原子像からのピコメートルスケール構造変化
　　　　　  可視化技術による材料解析」

事業報告

　理事会、評議員会を以下のとおり開催しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

「理事会」「評議員会」の開催

○第 18 回理事会

○第 9 回評議員会

　平成 30 年 6 月 13 日開催の評議員会において役員の異動があり、以下の役員体制となりました。

（平成 30 年 6 月 13 日現在）

役員の異動

１．評議員
　　◆　庄山　悦彦　　（株）日立製作所　名誉相談役
　　◇　岡本　一雄　　トヨタ自動車（株）　顧問
　　◇　柴田　昌治　　日本ガイシ（株）　特別顧問
　　◇　豊田　鐵郎　　( 一社 ) 中部経済連合会　会長
　　◇　水野　明久　　中部電力（株）　代表取締役会長
　　　　青木　　猛　　名古屋市　市民経済局　参事
　　　　安達　宗徳　　名古屋鉄道（株）　取締役
　　　　梅村　澄夫　　岐阜県　商工労働部　産業技術課長
　　　　大野　　博　　愛知県　産業労働部　技監
　　　　小川　秀樹　　名古屋商工会議所　専務理事
　　　　尾堂　真一　　日本特殊陶業（株）　代表取締役会長兼社長
　　　　鴻池　健弘　　（株）村田製作所　執行役員
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事業報告

２．理事

３．監事

４．特別顧問

５．顧問

　　○　服部　哲夫　　トヨタ自動車東日本（株）　名誉顧問
　　　　小川　正樹　　( 一社 ) 中部経済連合会　専務理事
　　　　海田　啓司　　トヨタ自動車（株）　常務理事
　　　　菊野　仁史　　（株）日立製作所　中部支社　支社長執行役員
　　　　小島多喜男　　日本特殊陶業（株）　常務執行役員
　　　　酒井　　均　　日本ガイシ（株）　常勤参与
　　　　佐々木　隆　　東芝エネルギーシステムズ（株）　統括技師長
　　　　渡邊　広志　　中部電力（株）　専務執行役員
　　　　吉田　盛厚　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　髙田　雅介　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　丹羽　　漸　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　梅村　　晋　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　平山　　司　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　執行理事

　　　　　○ 理事長（代表理事）

　　　　神﨑　修三　　( 公財 ) 中部科学技術センター　専務理事
　　　　矢野友三郎　　( 一社 ) 日本ファインセラミックス協会　専務理事

　　　　豊田章一郎　　トヨタ自動車（株）　名誉会長

　　　　淡野　正信　　産業技術総合研究所　中部センター　所長
　　　　飯島　澄男　　名城大学　終身教授
　　　　鵜飼　裕之　　名古屋工業大学　学長
　　　　大橋　正昭　　元ファインセラミックスセンター　理事長
　　　　岡田　　清　　東京工業大学　名誉教授
　　　　岸　　輝雄　　東京大学　名誉教授
　　　　塩原　　融　　元 国際超電導産業技術研究センター　超電導工学研究所　名誉所長
　　　　瀬谷　博道　　前ファインセラミックスセンター　会長
　　　　種村　　榮　　前ファインセラミックスセンター　材料技術研究所長兼ナノ構造研究所長
　　　　中村　　浩　　（株）豊田中央研究所　リサーチアドバイザー
　　　　新原　晧一　　長岡技術科学大学　名誉教授
　　　　野嶋　　孝　　元ファインセラミックスセンター　理事長
　　　　牧島　亮男　　北陸先端科学技術大学院大学　プレジデンシャル・アドバイザー
　　　　松尾　清一　　名古屋大学　総長
　　　　室町　正志　　( 一社 ) 日本ファインセラミックス協会　会長

　　　　後藤　光宏　　住友電気工業（株）　執行役員
　　　　仲川　彰一　　京セラ（株）　研究開発本部 部品研究開発統括部長
　　　　中川　正弘　　（株）ノリタケカンパニーリミテド　顧問
　　　　中村　　修　　東邦ガス（株）　代表取締役　副社長執行役員
　　　　畠澤　　守　　（株）東芝　執行役上席常務
　　　　平野　眞一　　名古屋大学　名誉教授（名古屋大学 元総長）
　　　　平山　正之　　新東工業（株）　相談役
　　　　前川　睦敏　　三重県　雇用経済部　ものづくり ･ イノベーション課長
　　　　矢野　　仁　　愛知県陶磁器工業協同組合　副理事長
　　　　山中　康司　　（株）デンソー　代表取締役　取締役副社長

　　　　　◆会長（評議員会議長）　　◇副会長（評議員会副議長）
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事業報告

　7 月 6 日（金）東京大学武田先端知ビル、7 月 13 日（金）愛知県産業労働センター（ウインクあいち）、7 月 20 日（金）
梅田スカイビル（スペース 36）にて、2018 年度 JFCC 研究成果発表会を開催しました。
　特別講演 1 件、研究成果ショートプレゼンテーション 14 件、ポスターセッション 34 件と、新たな試みとして JFCC を
ご利用いただいたお客様によるご講演「お客様の声」1 件を追加したプログラムといたしました。
　来場者数は、東京会場 165 名、名古屋会場 212 名、大阪会場 133 名と多数のご来場をいただきました。
　当日いただいたアンケートも概ね良好な結果であり、熱気あふれる活発な意見交換が行われ、成功裏に発表会を終了
できました。来年も皆様のご意見を反映した発表会を企画いたします。

第 30 回 2018 年度 JFCC 研究成果発表会を開催

＜特別講演＞
・東京会場
　　　「持続可能な開発目標（SDGs）のための科学技術イノベーション（STI）」と材料工学の役割

東京大学　名誉教授、NIMS 顧問　外務大臣科学技術顧問　　岸　　輝雄　氏
・名古屋会場
　　　オープンイノベーションを目指した名古屋大学の取組み

名古屋大学　副総長　教授　　財満　鎭明　氏
・大阪会場
　　　マテリアルズ・インフォマティクスによる新材料の開拓　

京都大学大学院工学研究科　教授　　田中　　功　氏

　5 月 9 日（水）～ 5 月 11 日（金）の 3 日間、インテックス大阪 6 号館で開催された素材から新製品までの幅広いニー
ズ／シーズが集結する関西高機能セラミックス展に出展しました。JFCC は多くの企業様に活用いただける研究成果
と最新機器を用いた試験評価技術、そしてセラミックスの焼結シミュレーション技術などを紹介し、興味を持たれ
た様々な業界の方々に来場頂きました。

【第 3 回 関西高機能セラミックス展】の協賛、出展
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特許紹介

2017 年度 特許登録実績　(2017/4/1 〜 2018/3/31)

単願特許（国内）：2 件　【累積保有数：24 件】　　共願特許（国内）：8 件　【累積保有数：93 件】

1 窒素酸化物応答性素子及びその製造方法 2014.11.17 2014-233083 2017.6.9 6155247

2 2011.10.3 2011-219569 2017.7.14 6174295

3 遮熱コーティング用材料 中部電力 （株）

トヨタ自動車 （株）

トヨタ自動車 （株）

2013.6.5 2013-119271 2017.7.14 6173778

4  （株）豊田自動織機 2013.9.6 2013-185183 2017.8.18 6193688

5 リチウムイオン伝導性酸化物の製造方法 - 2013.3.12 2013-049617 2017.9.1 6200169

6 -

中部電力 （株）

2013.6.17 2013-126970 2017.9.29 6216165

7 遮熱構造 2013.11.7 2013-231530 2017.9.29 6216219

8 日本特殊合金（株） 2014.11.20 2014-235350 2017.10.20 6227517

9 セリア - ジルコニア系材料およびその製造方法 トヨタ自動車 （株） 2012.8.7 2012-175267 2018.2.23 6295020

10 （株）豊田自動織機 2014.3.20 2014-57518 2018.2.23 6293540

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　服部・山田　TEL:052-871-3500（代）　FAX:052-871-3599　　E-mail:masateru_hattori@jfcc.or.jp

窒素酸化物分解電極及びその利用

太陽光−熱変換装置及び太陽熱発電装置

炭窒化物分散焼結体及びその製造方法

超硬合金

太陽熱レシーバの集熱効率測定用の疑似太陽光
照射装置及びそれを利用した集熱効率測定方法

事業報告

ナノ構造研究所　材料計算セミナーを開催

　5 月 7 日（月）8 日（火）に第 22 回材料計算セミナーを、6 月 26 日（火）に第 23 回材料計算セミナーを開催いたしました。
第 22 回は粉末構造解析・三次元可視化システム RIETAN-FP・VENUS の開発者である泉富士夫氏をお迎えして同システム
などを利用した粉末構造解析技術に関する講演と PC を使った実習を行いました。また、第 23 回は東京大学生産技術研
究所　溝口照康准教授による最新の第一原理計算技術およびそれを応用した ELNES/XANES スペクトルの理論計算と機
械学習を用いたナノ構造解析に関する講演
をいただきました。
　第 22 回のセミナーは非常に好評で定員
をオーバーする100 名以上の申込みがあっ
たため、8 月に再度同じ内容でのセミナー
を実施することといたしました。

第 22 回材料計算セミナー 第 23 回材料計算セミナー
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研究成果

「電極内部のリチウムイオン分布の変化をナノスケールで観察に成功」
～　リチウムイオン電池開発へ向けて大きく前進　～

① 現状
　低炭素社会実現へ向けてリチウムイオン二次電池の高性能化が重要な課題となります。電池性能を向上させていくには、
電極内部でリチウムイオンがどのよう動いているのかを把握し、それをもとに最適な電池設計を行っていく必要がありま
す。その第一歩として、ナノメートル（10 億分の 1 メートル）スケールでリチウムイオン分布の変化を観察する技術が必要
不可欠となります。しかしながら、従来の手法では観察ができていませんでした。

② 本研究の成果
　この度、JFCC では走査型透過電子顕微鏡（STEM）と最先端技術であるモノクロメータを用いた電子エネルギー損失分
光法（EELS）によって得ることができる特定のスペクトルを利用することでリチウムイオン分布をナノメートルスケールで観
察できる新たなイメージング手法を構築しました。この手法により、実製品に使用されている正極材料オリビン（LiFePO4）
の内部で、リチウムイオンの中間組成分布や特徴的な境界構造を明らかにし、さらには、リチウムイオンの分布が変化し
ていく過程をも世界で初めて観察することに成功しました。

③ 今後の展開
　本成果のリチウムイオン観察技術をさらに発展させ、リチウムイオンの局在化、偏在化のメカニズムを解明します。こ
のことはリチウムイオンがスムーズに移動できる電極の実現につながり、充放電特性に優れた電極の創出や次世代の電池
である全固体電池開発へ大きく貢献できると期待されます。

本研究は NEDO 委託事業「革新型蓄電池実用化促進基盤技術開発 (RISING2)」の一環として実施した結果から得られた成果です。

オリビン電極内部のリチウムイオン分布と移動過程の観察結果
（STEM 像と同じ場所でリチウムイオン分布像を取得。緑色は中間組成の領域）

本成果は 2018 年 7 月 20 日に英国科学雑誌「Nature Communications」に掲載されました。
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職員紹介

研究企画部　　増田　暁司
　2018 年 4 月 1 日付で株式会社ノリタケカンパニーリミテドより出向して参りました増田暁
司（あつし）と申します。
　出向元では入社後約 10 年間は主に食器の素地、釉薬の開発に携わっていました。その後、
SOFC 用封止材の開発、社内の各種研修の事務局、近年では知的財産室で特許調査や出願業務な
ど、様々な業務を経験させていただきました。
　JFCC では展示会への出展担当、技術相談窓口を担当させていただいていますが、世界最高水
準の研究内容を先ずは自分が少しでも理解しなくてはと、悪戦苦闘の日々です。また、セラミッ
クス協会 資源・環境関連材料部会の幹事も担当させていただいています。
　プライベートでは、自宅で猫を４匹飼っております。４匹とも長毛種ということもあり、スー
ツに付いた猫の毛を毎朝粘着シート（通称コロコロ）で念入りに取り除いてから出勤していま
すが、完全には取り切れません。勤務中、スーツに猫の毛が付いているのを見つけても、見なかっ
たふりをしていただければ幸いです。
　これからは仕事の幅、人脈を広げていくよう努めますので、よろしくお願い致します。

ナノ構造研究所　電子顕微鏡基盤グループ　　安達　康夫

ナノ構造研究所　　右京　良雄

　2018 年 4 月 1 日付けで株式会社ノリタケカンパニーリミテドから出向で、ナノ構造研究所・
電子顕微鏡グループに配属されました安達康夫と申します。出向元では電子ペースト事業部に
所属し、各種導電性ペーストの開発・製造に携わってきました。
　この度、JFCC という世界トップレベルの設備機器と人材の揃った研究所で学ぶことのできる、
絶好の機会を与えて頂きました。このような恵まれた環境に籍をおけることに大変感謝してい
ます。
　JFCC では、透過型電子顕微鏡を中心とした最先端機器の使用方法と、それを用いた高度な材
料解析手法を学ぶ予定です。未熟者ではございますが、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいた
します。

　2018 年 5 月 1 日付けで嘱託として採用して頂きました右京良雄です。大学を卒業してから
は長久手にあります（株）豊田中央研究所で約 30 年、その後京都大学で 5 年間を過ごした後、
ここ JFCC にお世話になることになりました。
　これまでは、窒化ケイ素を主体とした構造用セラミックス、自動車用触媒、そしてリチウム
イオン電池の研究・開発に携わってきました。研究対象は変化してきていますが、基本的には
いずれもセラミックス材料をベースとした研究開発でした。そのため、これまでも JFCC の皆さ
んとは比較的長いお付き合いをさせて頂いています。
　これからは皆さんもご存知のとおり蓄電技術がきわめて重要になってくると思いますが、そ
の基本材料となるのが酸化物を主体としたセラミックス材料です。その意味でも JFCC はこれま
で以上に蓄電分野で活躍でき、また活躍が期待されていると思います。そのため少しでもお役
に立てればと思っています。今後ともどうぞ宜しくお願いします。

の動きJFCC

○公益財団法人　日本板硝子材料工学助成会
　平成 30 年度研究助成
　受賞日　　2018 年 4 月 20 日
　受賞者　　幾原　裕美
　受賞題目　積層型蓄電池材料の創製と構造解析

○公益財団法人　風戸研究奨励会
　国際会議発表渡航助成
　受賞日　　２０１８年７月６日
　受賞者　　穴田　智史
　受賞題目　19th International Microscopy Congress (IMC19) への参加

（ 発 表 タ イ ト ル ）In situ phase-shifting electron holography for 
precise measurement of electric potential, field, and charge 
density distributions across a biased p-n junction

○公益社団法人　日本顕微鏡学会
　長舩記念特別研究奨励金
　受賞日　　2018 年 6 月 4 日
　受賞者　　穴田　智史
　受賞題目　スパースモデリングを用いた電子線ホログラフィー

○公益財団法人　村田学術振興財団
　平成 30 年度研究助成
　受賞日　　2018 年 7 月 20 日
　受賞者　　幾原　裕美
　　　　　　桑原　彰秀
　　　　　　菅原　義弘
　受賞題目　新規化学溶液法による全固体リチウムイオン電池材料
　　　　　　の作製と微細構造解析

表　彰
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10 月 1 日（月）に、JFCC、東京工業大学、名古屋工業大学、物質・材料研究機構、産業技術総合研究所の五セラミック
ス研究機関合同講演会が産業技術総合研究所・中部センターに於いて開催されます。
今回の合同講演会では「新機能発現を目指したニューセラミックス関連技術」をテーマに 9 件の講演が行われ、JFCC か
らも以下の２件の講演を行います。
１）セラミックスのレーザープロセッシング（材料技術研究所　木村禎一主任研究員）
２）貴金属触媒による多層カーボンナノチューブの侵食過程その場観察（ナノ構造研究所　吉田要上級研究員）

第 18 回 五セラミックス研究機関合同講演会の開催

　リードエグジビションジャパンの主催により開催される第 3 回高機能セラミックス展を協賛します。さらに、新たなニー
ズを求める展示も行い、企業の皆様に新たなイノベーションを提案致します。皆様のご来場をお待ちしています。

第 3 回 高機能セラミックス展の協賛、出展予定

 ● 開催日時：2018 年 12 月 5 日 ( 水 ) ～7 日 ( 金 )
 ● 開催会場：幕張メッセ
 ● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会

　第一線で御活躍の専門家の方々にわかりやすくご講演いただきます。多数の皆様がご参加くださいますようご案
内申し上げます。（参加申込の受付は、9 月より JFCC ホームページで行います）
● 開催日時：2018 年 10 月 11 日（木）13:00 ～ 17:30
● 開催会場：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）　5F 小ホール

ファインセラミックスシンポジウム 2018 開催のご案内

自動車産業の電動化を支える材料開発
〜課題と将来展望〜

事業案内

の動きJFCC

2018 年 5 月 1 日付
　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　特任主幹研究員　　　　右京　良雄

2018 年 6 月 13 日付
　常務理事就任　　　　　　　　　　　　　　梅村　晋

人の動き


